
第３回．テーブルの結合

•結合条件

• SQL を用いた結合問い合わせ



事前準備．SQLite コマンドライン・インタ
フェースのダウンロード

① SQLite のWeb ページを開く．
http://www.sqlite.org/

http://www.sqlite.org/


事前準備．SQLite コマンドライン・インタ
フェースのダウンロード

②「Download」をクリック

③Windows 版のダウンロード



事前準備．SQLite コマンドライン・インタ
フェースのダウンロード

④ダウンロードした .zip ファイルを展開（解凍）

sqlite3.exe を使う



SQLite データベースの新規作成

①前もってWindows で C:¥SQLite というディレクト
リ（フォルダ）を作成しておく

② sqlite3.exeを実行

③新しい画面が開くので確認

データベース論理名: C:¥SQLite¥mydb

で，SQLite データベースの新規作成



SQLite データベースの新規作成

データベース論理名: C:¥SQLite¥mydb

で，SQLite データベースの新規作成

④「.open --new」で，SQLite データベースの新規作成

.open --new C:¥¥SQLite¥¥mydb

・このファイルがすでに存在するときは，いったん削除
され，空のファイルが新規作成される
・このファイルが存在しないときは，
新しい SQLite データベースのファイルが新規作成される



結合のイメージ

テーブル

テーブル
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テーブル
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結合条件 R.B = S.B

結合の例

３つの組

結合
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テーブル R の準備

create table R (
A text, 
B text );

begin transaction;
insert into R values('a','b');
insert into R values('d','a');
insert into R values('a','d');
commit;

【SQL プログラム】
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テーブル S の準備

create table S (
B text, 
C text, 
D text );

begin transaction;
insert into S values('b', 'c', 'f');
insert into S values('d', 'e', 'a');
insert into S values('d', 'e', 'c');
commit;

【SQL プログラム】
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結合問い合わせの例①

select * 

from R, S

where R.B = S.B;

【SQL プログラム】

結合条件は「R.B = S.B」
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結合問い合わせの例②

select * 

from R, S

where R.B = S.B and C = 'e';

【SQL プログラム】

①に「C = 'e'」を追加
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結合問い合わせの例③

select A, D 

from R, S

where R.B = S.B;

【SQL プログラム】

①の「select *」を「select A, D」に変更
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終わりに

謝辞： SQLite の作者に感謝します

Web ページ: http://www.kkaneko.jp/dblab/intro/

その他，さまざまな資料を金子研究室 Web ページで公開して
います

http://www.kkaneko.jp/index-j.html

http://www.kkaneko.jp/dblab/intro/
http://www.kkaneko.jp/index-j.html

